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東日本大震災の被災地
から送られたヒマワリが
満開を迎え、満面の笑み
を浮かべる仮設住宅の入
居者。
全世界の皆さんに支え

られ、震災から1年を迎
えました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
令 和 元 年 ９月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－９ 北海道胆振東部地震　あの日から１年
10 災害復旧工事
11 北海道胆振東部地震被災者支援情報
工事のお知らせ

12－14 お知らせ
15 消費税・地方消費税の税率は10％へ

16－17 国民年金
18－19 まちの話題
20 日本舞踊こども教室
プラネタリウムチャリティコンサート
臨時職員募集／まちのアイドル

21 第19回集まリンピック
22 地域おこし協力隊／生活支援員だより
災害ボランティアセンターだより

23 厚高インフォメーション／将来の夢
24 防災のページ／北海道地域防災マスター認定研
修会／厚真町防災アドバイザーの紹介

25 気象台ノート／「平成30年北海道胆振東部地
震を振り返り今後の減災・復興を考える」シン
ポジウム＆現地見学会

26 健康情報
27 脳力アップ教室／食生活改善推進員養成講座
28 保健の掲示板
29 子育て支援センター

30－31 情報ひろば

８月１日～８月31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています

ひとのうごき
令和元年８月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,571人（＋２）
男 2,283人　女 2,288人

世帯数　2,144世帯（－３）

明日の厚真への“愛”ことば

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

あ
の
日
か
ら

１
年

昨
年
９
月
６
日
３
時
７
分
、
北

海
道
で
は
観
測
史
上
初
と
な
る
震

度
７
の
揺
れ
が
突
然
厚
真
町
を
襲

い
ま
し
た
。
広
範
囲
に
わ
た
る
土

砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
、
道
路
が

破
壊
さ
れ
、
私
た
ち
の
日
常
が
一

変
し
ま
し
た
。

深
い
悲
し
み
や
度
重
な
る
余
震

の
恐
怖
、
今
後
の
生
活
へ
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
復

旧
・
復
興
へ
歩
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
農
地
や
宅
地
に
流
れ
込
ん

だ
土
砂
や
被
災
し
た
家
屋
は
徐
々

に
撤
去
さ
れ
、
復
旧
工
事
が
進
み
、

発
災
当
時
の
景
色
か
ら
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
１
年
が
た
ち
、
前
に

踏
み
出
し
た
人
も
い
れ
ば
、
な
か

な
か
踏
み
出
せ
ず
に
悩
ん
で
い
る

人
、
ま
ち
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う

と
奮
闘
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
も
置
か
れ
て
い
る
状
況
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
激
動
の
１
年
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
住
民
の
声
や

町
の
動
き
、
復
旧
・
復
興
へ
の
歩

み
を
紹
介
し
ま
す
。

山崩れ防止のため治山工事が進む吉野地区 仮設住宅の横の畑で入居者同士が交流
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９
月
６
日
・
３
時
７
分
地
震
発
生
（
震
度
７ 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7
）

・
厚
真
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

・
気
象
庁
が「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」と
命
名

７
日
・
厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

・�

避
難
者
の
数
が
ピ
ー
ク
に
（
避
難
所
６
カ
所
に
１
１
１
８

人
が
避
難
）

８
日
・
24
カ
所
で
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

12
日
・
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請
の
受
付
開
始

15
日
・
役
場
前
に
犠
牲
者
追
悼
の
献
花
台
を
設
置

18
日
・�

町
内
小
中
学
校
４
校
と
北
海
道
厚
真
高
等
学
校
が
授
業
を

再
開
、
町
内
こ
ど
も
園
２
園
が
再
開

・
住
家
被
害
認
定
全
戸
調
査
開
始

20
日
・
臨
時
災
害
放
送
局
「
あ
つ
ま
災
害
エ
フ
エ
ム
」
開
局

24
日
・
８
カ
所
で
応
急
仮
設
住
宅
の
説
明
会
を
開
催

28
日
・�

閣
議
決
定
に
よ
り
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

よ
る
災
害
」
が
激
甚
災
害
指
定
へ

30
日
・
り
災
証
明
書
交
付
開
始

・�

台
風
24
号
接
近
に
伴
い
17
地
区
１
５
１
世
帯
３
４
０
人
に

避
難
勧
告
を
発
令

10
月
１
日
・
台
風
第
24
号
の
接
近
に
伴
い
町
内
小
中
学
校
が
臨
時
休
校

・�

復
旧
・
復
興
業
務
を
一
元
的
に
担
う
部
署
と
し
て
総
務
課

災
害
復
興
グ
ル
ー
プ
を
設
置

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
図
書
室
再
開

・
生
活
再
建
支
援
制
度
申
請
受
付
開
始

５
日
・
地
震
発
生(

震
度
５
弱 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.2
）

６
日
・
住
宅
の
応
急
修
理
受
付
開
始

・�

台
風
第
25
号
接
近
に
伴
い
17
地
区
１
５
１
世
帯
３
４
０
人

に
避
難
勧
告
を
発
令

９
日
・
町
内
の
水
道
管
復
旧
作
業
が
終
了

11
日
・�
被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
の
申
請
受
付
窓
口
と 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

14
日
・
陸
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
支
援
活
動
が
終
了

16
日
・
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
１
版
発
行

22
日
・
安
平
・
厚
真
行
政
事
務
組
合
じ
ん
芥
処
理
場
が
再
稼
働

29
日
・
義
援
金
の
配
分
申
請
受
付
開
始

11
月
１
日
・
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
営
業
再
開（
露
天
風
呂
以
外
）

・
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

15
日
・�

当
時
の
天
皇（
現
上
皇
さ
ま
）、
皇
后（
現
上
皇
后
さ
ま
）両

陛
下
が
ご
訪
問

19
日
・
Ｊ
Ｒ
日
高
線（
苫
小
牧
～
鵡
川
間
）運
転
再
開

12
月
６
日
・�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
避
難
所
の
閉

鎖
に
よ
り
、
町
内
全
て
の
避
難
所
が
閉
鎖

15
日
・
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
慰
霊
式
開
催

26
日
・�「
明
日
の
厚
真
へ
の
愛
こ
と
ば ATSU

M
A  LO

VERS

」 

作
成

28
日
・
災
害
対
策
本
部
を
廃
止

・
厚
真
町
胆
振
東
部
地
震
復
旧
・
復
興
推
進
本
部
を
設
置

１
月
21
日
・
応
急
福
祉
仮
設
住
宅
入
居
開
始

27
日
・�

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
絆
～
手
と
手
を
繋
い
で
頑
張
ろ
う
厚
真
」

開
催

30
日
・
地
区
ご
と
の
住
民
懇
談
会
開
催

２
月
20
日
・
住
宅
の
応
急
修
理
支
援
受
付
開
始

21
日
・
21
時
22
分
地
震
発
生（
震
度
６
弱　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.8
）

３
月
１
日
・
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
方
針
を
策
定

11
日
・
共
同
仮
設
店
舗
「
京
町
キ
ュ
ー
ブ
」
設
置

４
月
１
日
・
被
災
さ
れ
た
方
の
総
合
相
談
窓
口
開
設

６
日
・
被
災
家
屋
等
の
公
費
解
体
開
始

22
日
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
受
付
開
始

23
日
・
被
災
し
た
鹿
侵
入
防
止
柵
約
40
㎞
の
設
置
作
業
開
始

５
月
１
日
・
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
露
天
風
呂
営
業
再
開

６
月
１
日
・�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー 

北
海
道
ル
ー
ト
の
中
に
選
出

15
日
・
第
47
回
あ
つ
ま
田
舎
ま
つ
り
開
催

29
日
・
災
害
関
連
死
１
件
を
認
定

７
月
１
日
・
一
部
損
壊
以
上
の
家
屋
等
の
解
体
費
補
助
受
付
開
始

27
日
・�

復
旧
・
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を 

実
施

８
月
８
日
・
吉
野
地
区
に
献
花
台
を
設
置

24
日
・
第
１
回
あ
つ
ま
復
興
未
来
会
議
を
開
催

仮
設
団
地
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

区
の
住
民
が
入
居
し
て
い
ま
す
が
、

自
宅
で
採
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
野
菜
、
ご
飯
の
お
か
ず

を
入
居
者
同
士
お
裾
分
け
す
る
こ
と

も
多
く
、
支
え
あ
い
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

相
談
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
談
話

室
で
茶
話
会
を
開
き
交
流
す
る
場
を

作
り
ま
し
た
。
今
で
は
毎
月
定
例
会

を
談
話
室
で
開
催
し
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
や
暖
房
器
具
の
使
い
方
の
確

認
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
共
有
、
困
り

ご
と
の
相
談
な
ど
を
話
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
２
月
21
日
の
地
震

の
際
に
は
、
入
居
者
同
士
が
部
屋
を

周
り
、
安
否
確
認
を
行
う
ほ
ど
協
力

的
で
す
。

談
話
室
で
は
体
操
教
室
や
編
み
物

教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
入
居
者
だ

け
で
は
な
く
近
隣
の
住
民
も
集
ま
る

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
こ
う

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
訪

問
し
て
く
だ
さ
り
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
約
10
カ
月

が
た
ち
、
次
の
住
ま
い
を
ど
こ
に
す

る
か
悩
ん
で
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

入
居
者
の
中
に
は
す
で
に
住
ま
い
を

決
め
退
去
し
て
い
る
人
、
災
害
公
営

住
宅
の
入
居
を
希
望
し
て
い
る
人
も

数
名
い
ま
す
が
、
自
宅
に
戻
り
た
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
裏
山
が
崩
れ
そ

う
で
怖
い
か
ら
戻
れ
な
い
と
い
う
人

や
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
住
ま

い
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
抱
え
て
い

る
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
が
笑

顔
で
仮
設
住
宅
を
退
去
す
る
日
を
迎

え
、
再
出
発
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

区　分 入居開始日 平成31年2月19日現在 令和元年7月末現在
世帯数 人数 世帯数 人数

応 急 仮 設 住 宅 第１期：平成30年11月１日 124世帯 282人 123世帯 281人第２期：平成30年11月30日
みなし仮設住宅 平成30年９月27日 18世帯 30人 18世帯 30人
公 営 住 宅 平成30年９月８日 27世帯 63人 19世帯 42人
トレーラーハウス 平成30年12月27日 11世帯 24人 11世帯 24人

合　計 180世帯 399人 171世帯 377人

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 被害なし 合計
住 家 233 棟 69 棟 260 棟 1,085 棟 195 棟 1,842 棟
非住家 673 棟 161 棟 505 棟 808 棟 656 棟 2,803 棟
合 計 906 棟 230 棟 765 棟 1,893 棟 851 棟 4,645 棟

加か

賀が

谷や 

俊と
し

昭あ
き

さ
ん（
79
歳
）

工く

藤ど
う 

光み
つ

子こ

さ
ん（
82
歳
）

末す
え

政ま
さ 

久く

美み

子こ

さ
ん（
81
歳
）

左から末政さん、工藤さん、加賀谷さん

震災からの

仮設住宅等入居者数

建物被害数

深
い
爪
痕
を
残
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら

１
年
が
た
ち
ま
す
。
町
内
の
建
物
被
害
は
８
割
を
超

え
、
今
も
３
７
７
人
が
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の

想
い
と
と
も
に
、
こ
の
１
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

４事業者が入居する共同仮設店
舗「京町キューブ」（3月11日）

吉野地区に設置された献花台
（8月8日～8月18日）

577人が参列した平成30年北
海道胆振東部地震厚真町慰霊式

（12月15日）

最後の閉鎖となった総合福祉セ
ンター避難所（12月６日）

13日ぶりに授業が再開した厚
真中央小学校（９月18日）

災害ごみが集積された新町パー
クゴルフ場（10月10日）

東北地方や道内の自治体からの
応援により、り災証明書の交付
申請窓口を開設（９月30日）

段ボールベッドが並んだスポー
ツセンター避難所（９月16日）

左：町内 8 カ所に建設された応急仮設
住宅
右：自宅を離れることが難しい農家など
のために設置されたトレーラーハウス型
の仮設住宅　

１年
（7月末現在）

あ
の
日
か
ら

１
年 あ

な
た
の
１
年

In
terview

表
町
仮
設
団
地
入
居
者
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地
震
が
起
き
て
数
時
間
後
の
明
け

方
に
町
職
員
に
呼
ば
れ
て
役
場
に
駆

け
付
け
た
と
こ
ろ
、
町
が
大
変
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
協
会
員
で
人
命
救
助
や
捜
索
活

動
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
土
砂
を

撤
去
し
た
り
、
重
機
や
照
明
の
手
配

な
ど
、
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
の
側
面

的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
へ
仮
設
ト
イ
レ
や
照
明
の
設

置
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

捜
索
活
動
が
終
了
し
た
後
は
、
道

路
や
河
川
の
土
砂
撤
去
作
業
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
沢
か
ら
流
れ
て
く

る
水
が
土
砂
に
せ
き
止
め
ら
れ
、
ダ

ム
化
し
て
い
る
場
所
が
６
カ
所
ほ
ど

あ
り
、
住
宅
や
農
地
へ
水
が
溢
れ
出

そ
う
な
状
態
で
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
作
業
で
し
た
が
、
事
故
も
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
安あ

ん
堵ど

し
て
い
ま

す
。道

路
は
土
砂
を
撤
去
し
て
鉄
板
を

敷
く
な
ど
の
応
急
的
な
工
事
を
進
め

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
米
の
収
穫
時
期

で
し
た
の
で
、
道
路
の
段
差
の
衝
撃

で
せ
っ
か
く
刈
っ
た
米
が
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
わ

な
い
か
気
が
か
り
で
し
た
。

道
路
と
並
行
し
て
用
水
路
の
復
旧

工
事
も
行
い
ま
し
た
。
全
域
に
わ

た
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
今
年
の
田
植
え
に
間
に
合

う
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま

し
た
。

雪
が
解
け
て
か
ら
は
、
土
木
工

事
、
林
道
の
復
旧
、
宅
地
堆
積
土
砂

の
撤
去
、
家
屋
の
公
費
解
体
な
ど
が

本
格
的
に
始
ま
り
、
こ
の
ま
ま
来
年

度
い
っ
ぱ
い
は
災
害
復
旧
工
事
で
フ

ル
稼
働
の
状
態
が
続
き
そ
う
で
す
。

交
通
誘
導
員
の
人
員
不
足
や
、
ダ

ン
プ
、
ミ
キ
サ
ー
車
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
車
、
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
重
機
不
足

が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
少
し
で
も

町
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
元
の
厚
真
町
の
姿
に

戻
る
よ
う
に
関
係
各
所
と
協
力
し
な

が
ら
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

町
で
は
20
人
の
民
生
委
員

と
２
人
の
児
童
委
員
が
担
当

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
の
見

守
り
や
相
談
な
ど
必
要
な
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
単
身
高
齢
世
帯
や
子
育

て
世
帯
、
障
害
者
世
帯
を
中

心
に
訪
問
し
、
生
活
上
の
問

題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

発
災
時
は
ま
ず
、
自
治

会
・
消
防
団
・
自
警
団
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
担
当

地
区
住
民
の
安
否
確
認
に
回

り
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
を

送
る
方
、
自
宅
に
戻
っ
て
過

ご
し
て
い
る
方
、
離
れ
て
住

む
家
族
の
も
と
に
避
難
し
た

方
な
ど
住
民
の
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
人
の
動
き
を
把
握

す
る
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。

委
員
の
中
に
は
避
難
所
生
活

を
送
り
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
方
も
い
て
、
負
担
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
、
住
民
の
住
ま
い

の
場
所
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
ま
す
。
発
災
前
に
住
ん

で
い
た
地
域
の
委
員
と
移
り

住
ん
だ
地
域
の
委
員
が
密
に

連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
見
守

り
や
相
談
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と
、
困

り
ご
と
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
声
を
上
げ
な
い
人
が
特
に

心
配
で
す
。
表
情
や
声
の

ト
ー
ン
、
行
動
や
会
話
の
内

容
な
ど
日
々
変
化
に
注
意

し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
住
民
が
安

心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
っ
て
生
活
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
、
精
神
的

な
不
安
に
陥
り
や
す
い
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
は
、

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※義援金…自治体や赤十字、赤い羽根共同募金、報道機関などが受け付け、被災者に平等に分配されます。
※支援金…寄付者が選んだ支援したい団体や機関に対して送られ、被災地での活動に使われます。

道路や農地に流れ込んだ土
砂の撤去、治山工事が進む

二次災害を防ぐため緊急的
な砂防ダムを設置

ロープでぶら下げた重機を
使い地震で大規模に崩れた
のり面を工事

災害ボランティア

公費解体
申請件数

高丘地区 桜丘地区 東和地区 進
む
復
旧
工
事

延べ5,161人

町配分義援金 8億4,782万円

189件
解体・撤去完了 106件

北海道配分義援金 7億3,560万円

支援金 2億2,513万円

ふるさと納税 11億3,440万円（代理受付：8自治体）

全
国
か
ら
支
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
る
人
、
義
援

金
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
人
、
励
ま

し
の
言
葉
な
ど
地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
物
心
両
面
に

わ
た
る
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
内
外
の
厚
真
町
を
想
う
人
同
士
、
支
え
合
い
な
が

ら
今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

土
砂
崩
れ
や
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、

道
路
は
寸
断
。
断
水
や
停
電
が
発
生
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
ま
し
た
。

雪
解
け
を
迎
え
た
今
年
の
春
か
ら
、

復
旧
作
業
は
加
速
し
、
復
旧
工
事
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
費
解
体

に
よ
り
被
災
し
た
建
物
が
撤
去
さ
れ
、

町
の
光
景
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

被災家屋の公費解体は来年 3月末までに
撤去完了を予定しています。

社会福祉協議会の
生活支援相談員が
被災した方を巡回
訪問し、安否確認や
見守り、総合相談な
どを行っています。

生活環境の変化や慣れない暮らしによる
心身をケアするため、応急仮設住宅の談
話室では、ボランティアによる体操教室
を週 1回開催。

現在も公費解体前の住宅の家財移動や炊
き出しなど支援をいただいています。

支え合い
変わる
町なみ

大お
お

橋は
し

正ま
さ

治は
る

さ
ん(

71
歳)

厚
真
町
民
生
委
員
協
議
会

会
長

昨 年 昨 年 昨 年

現 在 現 在 現 在

あ
の
日
か
ら

１
年

鈴す
ず

木き

英ひ
で

毅き

さ
ん（
54
歳
）

厚
真
建
設
協
会

会
長

あ
な
た
の
１
年

In
terview

あ
な
た
の
１
年

In
terview

（７月末現在）

（７月末現在）

（７月末現在）

（７月末現在）

（８月21日現在）

（８月末現在）
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あつま復興未来会議
復旧・復興計画 町民ワークショップ

町
で
は
、
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
「
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏
ま
え
た
計
画
に
す
る
た
め
、３
月
か
ら
順
次
、

説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
個
別
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 町外、道外では地震の記憶が
風化している

・厚真の知名度はあがった
・人との交流がなく不安
・絆が強くなったと感じる
・ 震災の経験を他の町や人に伝え
防災面などに生かしてほしい

・ボランティアに参加してみたい

・ 建物ばかりが再建されて
人がバラバラ
・ 移住者と地元の隔たりがある
・居場所がない
・森林や田畑が荒廃する
・ 子どもが帰って来たくないと
思ってしまう
・行政任せで他人事

・ 「厚真に住んでいて良かったね」と
笑い合える
・災害に強く、安心して暮らせる
・ 「みんなで厚真をつくった」と言える
・ 子どもたちがボランティアに興味を
持っている
・ 大人も子どもも楽しめる場がある
・ 地元も移住者も一緒に面白いことを
している

・世代を超えて分野を超えて交流
・厚真らしさを考える ・一歩踏み出せるまち 
・地域の誇りをこの後も大事にしたい
・次世代につながる資産を引き継ぐ
・これからも住み続けたいと思えるまち
・コミュニケーションや信頼関係を醸成
・厚真のネームバリューを生かして町外に発信
・ お金で買えないもの（自然、空気、水、人情、絆、まつり、
地域コミュニティ、食の安全）を大切にする

本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
１
年
を
迎

え
ま
し
た
。
農
村
の
見
慣
れ
た
美
し
い

風
景
を
一
変
さ
せ
た
突
然
の
出
来
事
で

あ
り
ま
し
た
が
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
37

人
の
こ
と
を
想
う
と
、
尽
き
る
こ
と
の

な
い
悲
し
み
が
胸
に
込
み
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の

を
た
く
さ
ん
失
い
ま
し
た
が
、
本
町
を

応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
と
の
新
た

な
出
会
い
が
あ
り
、
新
た
な
「
絆
」
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
温
か
い
真
心
に
応
え
、
遠
く
険
し

い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
人
や

震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
託

さ
れ
た
郷
土
あ
つ
ま
の
輝
き
を
再
び
取

り
戻
す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸

と
な
っ
て
再
び
立
ち
上
が
り
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

町
民
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

避けたい未来皆で力を合わせればできる良い未来

復興のためのキーワード

災
害
公
営
住
宅

住
宅
再
建
が
困
難
な
方
の
恒
久
的
な

住
ま
い
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
た
め
、

災
害
公
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

新
町
地
区
20
戸
、
本
郷
地
区
８
戸

上
厚
真
地
区
４
戸
の
計
32
戸
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

内
容

時
期

時
期

来
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

富
里
浄
水
場

土
砂
崩
れ
に
よ
り
損
壊
し
た
富
里
浄
水

場
は
再
稼
働
へ
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

来
年
８
月
の
本
格
稼
働
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画

生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
と
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
ま
と
め
た
厚
真
町
復
旧
・

復
興
計
画
の
第
１
期
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

時
期

内
容

住
民
意
見
の
集
約
や
イ
ン
フ
ラ
・

公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

９
月
に
策
定
し
ま
す
。

長岡技術科学大学
上村 靖司教授

厚真町防災アドバイザー
定池 祐季氏
（東北大学災害科学研究所助教）

あ
の
日
か
ら

１
年

まちの
これから

復興のために突然新しいことを始めるのではなく、町の
伝統や文化、資源を掘り起こして、良い所を磨いていく
ことが大切です。
震災から立ち直ることも考えながら、これをきっかけに
もっと良くしよう、「この町こうしたい」という声を一人
でも多く発信して、この声を積み上げて全体の復興ビジョ
ンにしてほしいです。

【皆で力を合わせればできる良い未来】のアイディア
が多く、厚真の未来に願いを持っている方が多いと
感じました。また、将来の災害に対する意見もあり、

これからも厚真で住み続けていくには
大切な視点だと思いました。

住民参加型の話し合いの場である「あつま復興未来会議」を８月24日に総合
ケアセンターゆくりで行い、町の未来について活発な討論がされました。

20代から70代までの幅広い年齢の参加者23人が4班に分かれ、
「被災から１年がたとうとしている今、思うこと」を踏まえて、「2025
年の厚真の姿」をテーマに未来の厚真町について話し合いました。
「こうなりたくない」と思う【避けたい未来】、「こうなりたい」
と思える【皆で力を合わせればできる良い未来】の２つを検討し
た上で、「厚真の復興のためのキーワード」を考えました。

ワークショップ
テーマ「あつまの未来を考えよう」第２部

第１部 復興まちづくり講演
テーマ「中越大地震の知恵～自分たちでつくる等身大の復興に向けて」こんな意見がでました

今、思うこと 平成16年新潟県中越地震以降、各地の
災害復興に携わっている長岡技術科学大学
の上村靖司教授が講演しました。新潟県川
口町（現長岡市）や台湾、米国・サンタクルー
ズの災害復興事例を紹介しながら、復興へ
のヒントをお話いただきました。

あつま復興未来会議は、あと2回開催する予定です。次回は10月を予定
していますので、ぜひ皆で厚真町の未来について一緒に考えてみませんか。

愛
す
る
町
の
輝
き
を
再
び

厚
真
町
長
　
宮
坂
尚
市
朗

大切な視点だと思いました。
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災害復旧工事

〇
橋
の
復
旧
工
事

厚
真
大
橋
の
復
旧
工
事
は

地
震
で
破
損
し
た
部
材
の
補

修
や
取
り
替
え
を
８
月
か
ら

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
厚
真
大
橋
や
宇

隆
橋
に
つ
い
て
も
同
様
の
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
、
終
日
車
両
通

行
止
め
や
片
側
交
互
通
行
な

ど
の
交
通
規
制
を
実
施
し
ま

す
（
詳
し
く
は
11
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

〇
農
地
の
復
旧
工
事

町
が
実
施
す
る
農
地
の
補
助

災
害
復
旧
工
事
は
の
り
面
崩
壊

に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
埋
塞
や

地
割
れ
に
よ
る
被
災
箇
所
21
地

区
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

工
事
は
、
地
区
統
合
に
よ
り

９
工
区
に
仕
分
け
し
て
５
月
か

ら
順
次
発
注
を
開
始
し
、
８
月

末
現
在
で
３
工
区
工
事
が
完
了

し
、
残
る
６
工
区
に
つ
い
て
も

年
内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
補
助
災
害
復
旧
工
事

の
要
件
に
満
た
な
い
小
規
模
な

災
害
に
つ
い
て
は
関
係
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
随
時
復
旧
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
豊
丘
地
区
の
復
旧
工
事

豊
丘
地
区
に
お
け
る
災
害
復

旧
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。

現
在
、
豊
丘
新
橋
の
架
け
替

え
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

後
橋
台
・
橋は

し
桁げ

た
・
護
岸
を
設
置

し
て
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
う

工
事
は
11
月
末
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

〇
幌
内
メ
ナ
の
沢
川
砂
防
工
事

幌
内
地
区
の
メ
ナ
の
沢
川
砂

防
工
事
は
、
昨
年
10
月
に
緊
急

的
な
土
砂
流
出
対
策
と
し
て
大

型
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
砂
防
え
ん

堤
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を
設
置
完
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
今
年
３
月
か
ら
砂

防
え
ん
堤
工
に
着
手
し
、
現
在

は
基
礎
地
盤
の
改
良
を
行
っ
て

お
り
、
工
事
は
今
年
度
内
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
砂
防
え
ん
堤
工
…
土
石
流
な

ど
上
流
か
ら
流
れ
る
土
砂
を
受

け
止
め
て
、
流
れ
を
弱
め
る
こ

と
に
よ
り
下
流
の
被
害
を
防
ぎ

ま
す
。

メナの沢川　災害関連緊急砂防工事

厚真大橋

幌里2・5工区 新町・美里8工区

災害復旧工事

北
海
道
に
よ
る
工
事

町
に
よ
る
工
事

現在、北海道開発局・北海道・町などが災害復旧工事を行っています。
工事の実施にあたって各発注機関と受注業者による安全連絡協議会を設

置し、連携して交通安全や住環境の保全に努めています。
大量の土砂を運ぶため多くのダンプカーが走行するなど、皆さんにはご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

早期復旧を目指して！

問い合わせ
胆振東部地震災害復旧工事厚真町安全連絡協議会　☎080-2867-6611
建設課 土木グループ　☎27-2451

橋の復旧工事により、次のとおり通行止めとなります。
ご不便とご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。

車両通行止め期間中は、迂
う

回
かい

路
ろ

を通行してください。

上 厚 真 大 橋

厚 真 大 橋

宇 隆 橋
◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）
９月27日（金）まで

◇片側交互通行規制
９月28日（土）～10月28日（月）８時～17時

◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）
①９月16日（月）～10月６日（日）　21日間
②10月18日（金）～11月６日（水）　20日間
③11月25日（月）～12月15日（日）　21日間

◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）
12月14日（土）まで

問い合わせ　室蘭建設管理部苫小牧出張所（☎0144-32-3171）

工事のお知らせ

橋の下部工を施工するための
鋼管くいを打設する重機

迂回路

役場

厚真中央小厚真大橋

被 災 者 支 援 情 報北海道胆振東部地震
災害義援金（町配分）の配分金額変更

災害義援金の支給申請がお済みでない方へ

■住宅再建
被害区分 配分金額 対　　象
全　壊

大規模半壊
半　壊

変更前 限度額50万円
町内において住宅を建設、もしくは購入した場合

変更後 限度額100万円
〔必要書類〕印鑑、預金通帳の写し、申請者の本人確認ができるもの（運転免許証や健康保険証など）
り災証明書、契約書、領収書（一部払い可）
■住宅修繕　※配分金額は、自己負担額に対して１万円未満切り捨て

被害区分 配分金額 対　　象
全　壊

大規模半壊
半　壊

変更前 限度額20万円 り災証明書が「全壊」「大規模半壊」「半壊」で、家屋（自己所有居住者）
を修繕した場合変更後 限度額50万円

一部損壊
変更前 限度額10万円 り災証明書が「一部損壊」で、家屋（自己所有居住者）を修繕した

場合変更後 限度額15万円
〔必要書類〕印鑑、預金通帳の写し、申請者の本人確認ができるもの（運転免許証や健康保険証など）
り災証明書、修繕の内容が確認できるもの（契約書・請求書など）、領収書、被災住宅応急修理の証明書（被
災住宅応急修理制度を利用した方）

災害義援金（町配分）について、町災害義援金配分検討委員会
で配分金額が変更となりました。

昨年9月6日に発生した北海道胆振東部地震後、
町では昨年10月29日から災害義援金の支給申請
を受け付けています。震災時点で町内に居住し支
給申請がお済みでない方は、必要書類を持参の上、
申請してください。

⃝必要書類
印鑑、預金通帳の写し、申請者の本人確認ができるも
の（運転免許証や健康保険証など）、り災証明書（り
災者区分が「物件居住者」となっていること）
⃝受付期間　　12月27日（金）まで
⃝申請受付場所　　役場別館前プレハブ
⃝受付時間　　月曜～金曜日　9時～17時

（※土曜、日曜、祝日および12月31日～1月5日は除く）問い合わせ　総務課 財政グループ　☎27-2481

⃝受付期間　　令和３年10月７日（木）まで
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⃝対象
次のすべてに該当する18歳までの子どもがいる世帯
①�町内にある月額家賃が5万6,000円以上の民間賃

貸住宅に入居している世帯
②世帯の合算所得が584万4,000円以下の世帯
③町税などの滞納がない世帯
⃝助成内容
１カ月につき子ども１人あたり2,500円分（月額
5,000円分が上限）を町内加盟店で買い物などに使
用できる厚真町子育て支援ポイントで還元します。
⃝対象期間
平成31年４月～令和元年９月の６カ月

⃝受付期間
10月31日（木）まで
⃝必要書類
・賃貸借契約書などの家賃の金額を確認できる書類
・�家賃の支払いを確認できる書類（領収書や引落口座

通帳など）
・あつまるカード
・印鑑
※�平成31年１月１日時点で町外に在住していた方は、

その自治体が発行する所得証明書および町税など
の滞納がない証明書の提出が必要です
⃝受付窓口
町民福祉課子育て支援グループまたは上厚真支所

町民福祉課 子育て支援グループ☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）子育て世帯の民間賃貸住宅家賃助成

民間賃貸住宅に入居している子育て世帯に、家賃の一部を助成します。

お知らせ

⃝対象者
①在宅精神障害回復者
・精神障害者保健福祉手帳を所持している方

②腎臓機能障害者（人工透析）・指定難病・肝炎患者
・�人工透析を受けている方で、町の送迎バスを利用してい

ない方
・特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの方
・ウイルス性肝炎進行防止対策医療受給者証をお持ちの方

③重度心身障がい児等
・�18歳未満の重度の障がい児のうち、身体障害者手帳１～

２級（内部障がいは３級まで）所持者
・�療育手帳所持者でＡ判定またはＢ判定でIQ50以下の児童
・精神障害者保健福祉手帳１級を所持する児童
※保護者等の介護者１人についても対象となります

⃝助成内容
町外医療機関の通院に要する交通費
⃝通院期間
平成31年４月分～令和元年９月分まで
⃝申請書類
1通院交通費助成金交付申請書
2通院証明（医療機関で証明印をもらう）
3�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳、特定医療費（指定難病）受
給者証、ウイルス性肝炎進行防止対策医
療受給者証のいずれかの写し

※�12は町民福祉課福祉グループまたは上
厚真支所にあります

⃝申込期限
10月10日（木）まで

町内に住所があり、かつ居住されている方（生活保護受給者を除く）で、以
下に該当する方の通院（通所）にかかる交通費を助成しています。町民福祉課
福祉グループまたは上厚真支所に申請してください。

町民福祉課 福祉グループ☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）通院交通費の助成

弁護士による無料法律相談会

心身障がいや指定難病および肝炎患者の治療などにかかる交通費を助成します。
〔購入対象者〕
①住民税が非課税の方
8月19日に申請書を発送しています。購入を希望
される方は必要事項を記入して提出してください。

②�平成28年４月２日以降に産まれたお子さんがい
る世帯主

申請は不要です。対象世帯には購入引換券が９月
下旬以降に届きます。

消費税引き上げに伴う家計への影響を緩和する
ためのプレミアム付商品券を発行します。

購入を希望する購入対象者のうち、住民税が非
課税の方は、申請書を提出してください。

なお、申請から購入引換券が届くまで３週間ほ
どかかります。
※�プレミアム商品券の詳細については広報あつま

８月号をご覧ください

募集は年２～３回（５月と９月のほか不定期実施）の決めら
れた期間のみですので、地域農業の担い手の方や経営規模の拡
大または分

ぶん

散
さん

錯
さく

圃
ほ

の解消を希望される方などは、忘れずに申請
（借受希望）の手続きを行ってください。

借受希望の申請ですので、この申請により農地の借り受けが
決定するわけではありません。

平成28年度以降に申請された方は５年間有効ですので、申請
の必要はありません。平成27年度以前に申請された方はすでに
有効期限が切れていますので、借り受けを希望する場合には必
ず手続きしてください。

⃝受付期間
９月30日（月）まで

産業経済課 経済グループ☎ 27‒2486

公益財団法人北海道農業公社 日胆支所業務農地課
 ☎ 0144‒32‒8171

町農業委員会事務局　☎ 27‒2409

厚真町プレミアム付商品券

農地中間管理機構による
農地の借受希望者(受け手）募集

厚真町プレミアム付商品券の申請受付を開始しています。

農地中間管理機構である公益財団法人北海道農業公社では、農地を借りたい人（受け手）の募集しています。

総務課 総務人事グループ　☎ 27‒2322

〇相談料は無料です
※実際に依頼する場合の弁護士費用は、相談弁護士
にお問い合わせください

〇相談される場合は、事前に予約してください
※予約をしなくても相談できますが、先約があって
お待ちいただく場合や受けられない場合もあります
のでご了承ください

会場のご案内
厚 真 ▷総合福祉センター（京町165－１）
上厚真 ▷厚南会館（上厚真219－１）
早 来 ▷安平町保健センター（安平町早来大町95）
追 分 ▷安平町ぬくもりセンター（安平町追分中央１－40）

開催日
開催場所

午　前
10時30分～12時

午　後
13時30分～15時

９月30日 月 上 厚 真 早 来
10月15日 火 早 来 厚 真
10月28日 月 厚 真 追 分
11月11日 月 追 分 厚 真
11月25日 月 厚 真 早 来
12月９日 月 追 分 上 厚 真
12月23日 月 厚 真 早 来
１月６日 月 追 分 厚 真
１月20日 月 厚 真 早 来
２月３日 月 早 来 厚 真
２月17日 月 上 厚 真 追 分
３月２日 月 追 分 厚 真
３月16日 月 厚 真 早 来
３月30日 月 早来 厚真

札幌市弁護士会地域司法対策委員会による「無料法律相談会」を開催しています。

除草剤の影響で町道の草が枯れているところが見受けられます。
草が枯れてしまうと路肩の崩壊の原因となりますので、町道の周辺に除

草剤を使用する際は十分注意してください。

建設課 土木グループ　☎ 27‒2451除草剤の使用に注意
除草剤を使用する際は町道の草を枯らさないように注意してください。
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固定資産税は、毎年１月１日現在で登録されている建
物が課税の対象となります。

本年中に建物（居宅・倉庫・車庫など）を新築・増改
築した場合や課税対象となっている建物を取り壊した場
合は、登録・抹消の手続きをお願いします。

なお、手続きの際は印鑑を持参してください。

⃝対象の建物
・登記されていない建物の新築
・増改築した建物（登記・未登記を問わない）
・公費解体を除く、取り壊しをした建物

建物を新築・取り壊したら手続きを 総務課 税務グループ（役場前プレハブ）　☎ 27‒2481

建物を新築・取り壊したら手続きを。

お知らせ

町と北海道では、税の公平・公正を確保するため９月を「滞納処分強化月間」
と定め、徴収の強化に取り組んでいます。

町は納税催告に応じない滞納者に対して各種債権や動産などの差し押さえ
を実施しています。また悪質な滞納者などを対象に捜索や差し押さえに取り
組みます。

まだ、町税や道税の納付がお済みでない方は早急に納税してください。

総務課 税務グループ（役場前プレハブ）　☎ 27‒2481滞納処分強化月間
町と北海道では９月を「滞納処分強化月間」と定め、徴収の強化に取り組んでいます。

この調査は、わが国のすべての産業分野における
事業所の活動状況などの基本的構造を全国および地
域別に明らかにし、事業所・企業を対象とする各種
統計調査のもとになる情報を整備することを目的と
しています。

調査により集められた調査票の記入内容は、統計
法によって厳重に保護されますので、安心してあり
のままをご回答ください。

⃝調査方法
調査員がすべての事業所の活動状況を実地で確認し、
新たに把握した事業所など一部の事業所には調査票
を配布することにより調査を行います。
⃝回答方法
調査票への回答はインターネットまたは郵送による
回収で行います。
⃝調査期日
�10月１日（火）～11月30日（土）
⃝調査対象
�町内全事業所

10月1日から実施される消費税率の引き上げに伴い、10月中に使用した分（11月請求分）から、水道料
金および下水道使用料・浄化槽使用料を改正する予定です。詳しい内容は決定後にお知らせします。

まちづくり推進課 企画調整グループ　☎ 27‒3179

建設課 上下水道グループ　☎ 27‒2326

経済センサス基礎調査

水道料金などの改正

総務省統計局で経済センサス基礎調査を実施しますので、ご理解とご協力をお願いします。

消費税率の引き上げに伴い水道料金などを改正します。

R１.９15
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収
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上
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せ
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。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
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必
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で

す
。
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
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の
方

②�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・�
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帯
員
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課
税

・�

年
金
収
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他
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計
が
約

88
万
円
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求
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31
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４
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ら
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▼
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金
機
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か
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手

続
き
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９
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。
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支
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給

付
金
請
求
書
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必
要
事
項
を
記
入
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出

し
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だ
さ
い
。

②�
平
成
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年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し

始
め
た
方
▼
年
金
の
請
求
手
続
き
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年
金
事
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民
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課
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ル
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。
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日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番

号
を
伺
っ
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

平
成
31
年
４
月
分
か
ら
令
和
２
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
千
４
１
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に

対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
ま
す
。
指
定

さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務

の
あ
る
方（
※
）の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
福
祉
課
町
民
生
活

グ
ル
ー
プ
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）納
付
義
務
者
と
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
で
す
。

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、「
事

前
予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間

の
少
な
い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆�

予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
～
前
日
ま
で

受
付
し
て
い
ま
す
。

◆�

お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

相談・問い合わせ

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

〈年金生活者支援給付金の相談〉
給付金専用ダイヤル　☎0570-05-4092（ナビダイヤル）

〈年金相談・手続き予約〉
予約専用受付電話　☎0570-05-4890（ナビダイヤル）

KOKUMIN NENKIN

令和元年度の国民年金保険料

月額1万6,410円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引がありお得です。
納付が難しい方は免除申請ができます。

裏

表宛名面：表

宛名面：裏

請求書面：表

請求書面：裏

〇はがき（年金生活者支援給付金請求書） 〇封筒
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町民の生活実態を聞き取り　旭川大学コミュニティ調査実習

地域全体でこれからの厚真の教育を考える
厚真町教育フォーラムを開催

7月26日、総合福祉センターで令和元年度厚真町教育フォーラム
が開催され、小中学校の教員や保護者、地域の方など約80人が参
加し、町のこれからの教育や小中一貫教育のあり方について話し合
いました。
当日は３部構成で行われ、はじめに町小中一貫教育推進委員会井

内宏磨委員長が町の小中一貫教育全体構想の骨子案について説明。
第２部のシンポジウムではパネリストたちが小中一貫教育の意義、
昨年度に全市一斉導入した北広島市の事例や、全国・全道の実施状
況を紹介しました。
続いて行われたワークショップでは、ふるさと厚真に学ぶ教育を

進めるためにどのようなことができるかをグループに分かれて討
議。「あつまるねっとなどの取組を広めることで地域の人が教育に
関わる機会が増える」、「英語教育や体験型学習など町の特徴的な取
組の成果を子どもが発信する機会を作ると子どもの自信につなが
る」など活発な意見が交わされていました。

全国の塗装会社が集まりボランティア活動を行う団体「塗
とう
魂
こん
ペインター

ズ（宮嶋祐介会長）」の約30人が８月21日にこども園つみきを訪れ、年長
のきりん組の園児20人と園庭の遊具をペンキで塗り直しました。
子どもたちは衣服や髪の毛にペンキを付けながら、色あせていたシー
ソーなどの遊具を楽しく着色しました。宮嶋会長は「皆さんが喜んでくれ
るのを楽しみに全国から集まりました。皆さんの楽しい思い出になるとう
れしいです」とあいさつしていました。

8月25日、北海道胆振東部地震によって大規模な山体移動が発生した日高
幌内沢の見学会が、道内の地質地形研究者で構成される最終間氷期勉強会お
よび石狩沖積低地研究会の主催で行われ、町内外から約70人が参加しまし
た。
最終間氷期勉強会代表の岡孝雄さんら専門家は地形図や地層を指しなが
ら、日高幌内沢の山体移動は高さ約50ｍの山塊が約300ｍにわたり移動す
るという大規模なもので、地形・地質学的にみても非常に珍しいことなどを
参加者に説明。参加者は眼前に広がる光景に息をのんでいました。
参加した山田忠夫さん（浜厚真・74歳）は、「ここまで大規模に山が動いて
いるとは想像していませんでした。まさに目からうろこが落ちたような思い
で、参加してよかったです」と話していました。

8月26日、総合福祉センターで戦没者追悼式が行われ、遺族や来賓
など約60人が参列しました。黙とうや献花などを行い、戦争で尊い
命を落とされた方々をしのびました。
町遺族会の加勢敏和会長は「戦争の悲惨さと多くの尊い命が犠牲と
なったことを次の世代に語り継ぐことが私たち遺族の務め。わが国の
安
あん
寧
ねい
と繁栄、戦争のない平和な国際社会の確立を強く願っています」

と述べていました。

福島県南相馬市の小中学生によるマーチングバンド
「Ｓ

シ ー ズ プ ラ ス
ｅｅｄｓ＋」の演奏会が８月13日、総合福祉セ

ンターで開催されました。
これは、東日本大震災で被災した子どもたちと支援

者が、町に元気を届けるとともに震災から８年が経過
したふるさとの姿を伝えようと企画されたものです。
演奏前にはメンバーによる福島の現状報告会として

Ｓｅｅｄｓ＋の歩みと思いを描いたドキュメンタリー
映画Ｍ

マ ー チ
ＡＲＣＨの上映会が行われました。

町民吹奏楽団との共演ではジャズの名曲「シング・
シング・シング」が演奏され、会場は来場者約230人
の大きな手拍子に包まれました。

田舎と大学が連携して地域活性化を目指す「田学連携事業」の一環
として、札幌大学の学生２人が８月21日から26日までの６日間、軽
舞発掘整理事務所でインターンシップ（職業体験）を行いました。
２人は、土器の拓本作業などに苦労しながらも丁寧に取り組みまし
た。越崎聖也さん（２年生）は「実物を扱うので緊張で手が震えました
が、地域の方とのコミュニケーションの重要性など学芸員を目指して
いく上で大切なことを学びました。機会があればまた来たいです」と
話していました。

８月20日から３日間、旭川大学２～３年生の17人が、町民
の自宅などを訪れて生活の様子を聞き取り、地域の実態や課題
を検討する調査実習を行いました。
町での調査は昨年から行われ、今年度は前回の「農村生活の

魅力」、「子育て環境に対する意識」の調査結果を踏まえ、「地域
コミュニティの維持」について調査。４班に分かれて豊丘地区
に住む33世帯に、移住者との関係をどのように構築していく
かなど聞き取り調査を行いました。調査結果は来年１月までに
まとめ、町内で報告会を行う予定です。

札幌大学の学生が田学連携でインターンシップ

元気を音楽にのせて～福島からキックオフ～
南相馬市の子どもたちによる演奏会

自然の力に圧倒　日高幌内沢見学会

平和への願いを込めて　戦没者追悼式を開催

こども園での思い出を色鮮やかに
塗装業者有志が子どもたちと遊具にペンキ塗り

写真提供：旭川大学
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透明感のある音色を奏でる水晶で作られた
楽器、クリスタルボウルとアコースティック
ギターの共演を、プラネタリウムの星空の中
で楽しみませんか？

と　き：９月22日（日）
　　　　14時会場　14時30分開演
会　場：青少年センタープラネタリウム
ボーカル・ギター／蝦

えび
名
な

 摩
ま

守
す

俊
とし

クリスタルボウル／碧
あおい

 帆
ほ

海
み

日本舞踊 こども教室
文化祭のステージで一緒に舞台発表するこ

とを目標に、日本の伝統芸能である日本舞踊
を楽しく学びましょう！

文化庁　伝統文化親子教室事業

対　象：４～18歳の男女
会　場：あつまスタードーム２階ミーティングルーム
開催日：�９月～11月の土曜日・日曜日・祝日の全９回 

※全日程に参加が難しい方も参加できます
時　間：�９時～12時のうち約１時間 

※10月８日（火）は17時～20時のうち１時間�
※11月４日（月祝）の発表時間は17時以降

参加費：無料　　定員：15人
持ち物：�ゆかた、帯、足袋 

※お持ちでない方には貸し出します
講　師：西川流師範　西川祿満

＜主催＞西川流日本舞踊教室
＜後援＞�厚真町、厚真町教育委員会�

安平町教育委員会

〔開催スケジュール〕

＜申し込み・問い合わせ＞
教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ　☎27–2495
予定人数になり次第、お申し込みを締め切る場合があります。
お早めにお申し込みください。

＜問い合わせ＞　教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ　☎27–2495

プラネタリウム
チャリティコンサート

生 徒 募 集

第19回集まリンピック（第54回町民体育祭）が8月18日、本郷かしわ
公園野球場で開催されました。晴天に恵まれた今年は、15自治会と自由
参加の町民あわせて約600人が参加し、恒例の「ムカデ大レースin厚真」
や「チャレンジ・ザ・ギネス（長縄跳び）」などの自治会対抗種目のほか、
年代別の自由参加種目を含む13種目を実施。日本でワールドカップが開
催されるラグビーを身近に感じてもらおうと行われた新種目「ラグビー！
あつまカップ」では、小中学生が豪快なトライを決めるなど、参加者は親
睦を深めながら心地よい汗を流しました。
また、北海道警察音楽隊による「パプリカ」、「北の酒場」などの演奏や、
元メジャーリーガーのマック鈴木さんがゲストとして「サイコロラッキー
ゲーム」に登場するなど、会場をさらに盛り上げていました。

申 し 込 み：�参加者全員の氏名を明記の上、メールで申し
込みください（先着50人）

メールアドレス▶kamimi0928@yahoo.co.jp

３歳以下のお子さんの写真を募集して
います。住所、氏名（ふりがな）、生年
月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進
課企画調整グループへ。
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

すがわら　いちのちゃん（3） とみた みつきくん（3）

放課後児童クラブ支援員 こども園臨時職員
臨
時
職
員
募
集 問い合せ：�教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ

（青少年センター内）☎27-2495
問い合せ：�町民福祉課 子育て支援グループ
（総合ケアセンターゆくり内）☎26-7872

①放課後児童クラブ支援員（時給）
②代替支援員

①保育士　②看護師
③保育補助員　④代替調理員
詳しくはホームページを

ご確認ください。
詳しくはホームページを

ご確認ください。

町ホームページ〔http://www.town.atsuma.lg.jp〕　町政情報 >人事・採用 >臨時職員の募集

９月　28日（土）、29日（日）
10月　�８日（火）、12日（土）、22日（火祝）�

26日（土）、27日（日）
11月　�２日（土）…リハーサル�

４日（月祝）…発表会

集まリンピック ８月18日

R１.９21
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「あれから１年がたつんだねぇ」　この夏、生活支
援相談員が訪問にお伺いするなかで、よくそんな会
話になりました。震災を経験した多くの人に共通す
る気持ちではないでしょうか。
中でも家族を失ったり住み慣れた自宅で暮らせな

くなったりした方々にとってのこの１年は、到底言
葉にできないような困難を伴うものだったと思いま
す。
生活支援相談員は、民間アパートや公営住宅など

を仮設住宅に準じる形で活用した、いわゆる「みな
し仮設住宅」にお住まいの世帯や、農地を離れられな
いなどの理由で敷地内にトレーラーハウスを設置し
て暮らしている世帯にも定期的に訪問しています。
仮設住宅の入居期限は２年間ですが、公営住宅を

みなし仮設住宅の扱いでお住まいの場合は、1年を経
過した時点で家賃が発生することになり、その前に
仮設住宅団地に引っ越す方や新たに賃貸契約を結ん
で住み続ける選択をした方もいらっしゃいます。
「仮設住宅のことばかり取り上げられるけど、“み
なし”も大変なんだよ」という本音の言葉を、この間
何度も耳にしました。
これからも季節の移り変わりとともに新たな課題

が出てくると思いますが、その都度まずは寄り添い
の姿勢でお話を聴かせて
いただこうと思います。

災害ボランティアセンターには、今でも多くのボ
ランティアのご支援や、全国からの応援が寄せられ
ています。ボランティア活動者数は延べ5,161人（8
月21日現在）に上ります。また、活動資材や救援
物資をお寄せいただいたり、励ましのメッセージも
多数届いています。
特に地震や豪雨災害などの被災地からも多数寄せ

られており、西日本豪雨災害の被災地からは、たく
さんのミカンとともに子どもたちのメッセージや絵
を描いた「お絵描き軍手」が届きました。また、東
日本大震災の被災地、石巻市や福島県からは、ヒマ
ワリの種や野菜の苗が届き、センターの敷地や仮設

住宅の畑などで大切に育てています。
このように被災地が被災地を応援するという姿勢

は、たくさんの支援をいただいた私たちも考えてい
かなければならないのかもしれません。
１年前の当時を思い起こすとき、辛く大変だった

思い出とともに、全国各地から多くの支援をいただ
いた感謝の気持ちも深くなります。

　　　
厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊 着 任 平成31年４月（１年目）

出 身 地 千歳市

企業型地域おこし協力隊

社会福祉協議会 生活支援相談室
電話：29-7407

愛媛県の子どもたちから たくさんの寄せ書き

仮設住宅の側に咲く
石巻市から贈られたヒマワリ

成
なり
田
た

智
とも
哉
や

さん（31歳）

こ
れ
ま
で
の
経
歴
と

移
住
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
人
事
部

門
で
昨
年
の
11
月
ま
で
の
約
６
年
間
、

価
値
観
や
考
え
方
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
層
と
話
し
合
い
な
が
ら
調
整
す
る
仕

事
を
し
て
い
て
、
厚
真
に
来
る
前
は
ブ

ラ
ジ
ル
に
駐
在
し
て
い
ま
し
た
。

独
立
し
た
い
け
れ
ど
何
を
や
ろ
う
、

と
各
地
を
回
り
色
々
な
人
と
話
し
て
い

く
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
厚
真
は

出
身
地
と
近
く
親
近
感
も
あ
り
ま
す
し
、

町
の
取
り
組
み
や
状
況
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
幅
広
い
視

点
と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し

た
い
と
考
え
、
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
事
業
を

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
か
？

５
月
に
、
マ
ド
ラ
ー
株
式
会
社
と
い

う
会
社
を
設
立
し
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
必
要
な
時
に
必
要

な
場
所
ま
で
の
移
動
が
で
き
た
り
、
物

が
欲
し
い
時
に
届
け
ら
れ
る
「
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
マ
ド
ラ
ー
」
は
か
き
混
ぜ
る

と
い
う
意
味
で
、
都
会
と
地
域
、
ベ
テ

ラ
ン
と
若
者
な
ど
を
結
ぶ
役
割
を
担
え

た
ら
と
い
う
思
い
で
名
づ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
色
々
な
人
が
気
軽
に
交
流
で

き
る
場
所
を
作
る
た
め
、
町
の
有
志
メ

ン
バ
ー
と
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
面
白

い
こ
と
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生活支援相談員 だより生活支援相談員 だより

だより災害ボランティアセンターだより災害ボランティアセンター

■
保
護
者
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▽
７
月
19
日（
火
）

高
校
生
が
就
職
す
る
場
合
は
、
一
般

の
就
職
と
異
な
る「
高
校
生
就
職
協
定
」

に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
就
職

希
望
者
は
、
高
校
か
ら
推
薦
さ
れ
て
就

職
試
験
に
臨
む
こ
と
に
な
る
た
め
で

す
。
生
徒
と
高
校
と
保
護
者
が
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
日
は
、就
職
現
況
、手
続
き
、約
束
事
、

必
要
書
類
、
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
進

路
指
導
担
当
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

■
高
校
生
海
外
留
学
セ
ミ
ナ
ー

▽
７
月
22
日（
月
）

国
際
的
か
つ
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
に
触
れ
、
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
留
学
経
験
者
を

招
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
は
、
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

専
門
学
校
で
教
壇
に
立
つ
齊
藤
雄
大
さ

ん
で
す
。
齊
藤
さ
ん
は
、「
ほ
っ
か
い

ど
う
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
を
利
用

し
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
ア
メ
リ
カ

で
学
ん
で
き
た
経
験
を
熱
心
に
生
徒
に

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
校
生
徒
の
中

か
ら
も
、
齊
藤
さ
ん
の
よ
う
な
視
点
を

持
っ
た
若
者
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願

い
ま
す
。

■
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
友
好
派
遣
団

▽
７
月
24
日（
水
）〜
８
月
１
日（
木
）

本
校
よ
り
、高
田
華
凜
さ
ん
（
２
年
）

が
５
人
の
北
海
道
代
表
の
一
人
と
し
て

選
ば
れ
参
加
し
ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
研
修
施
設
に
滞
在
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や

農
業
体
験
、
観
光
地
巡
り
を
通
し
て
現

地
の
高
校
生
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

㏌ 
ネ
イ
パ
ル
森

▽
７
月
29
日（
月
）〜
31
日（
水
）

本
校
よ
り
、高
田
紗
希
さ
ん
（
１
年
）

が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
通
じ
他
校
の
生
徒
た
ち
と

交
流
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
厚
高
の

リ
ー
ダ
ー
の
一
人
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
食
品
衛
生
管
理
者
講
習
会

▽
７
月
30
日（
火
）

苫
小
牧
地
方
食
品
衛
生
協
会
の
協
力

の
下
、
本
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
隔
年
で
継
続
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
、学
内
外
か
ら
57
人（
生

徒
46
人
）
が
受
講
し
ま
し
た
。

■
い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ
ス▽

８
月
４
日（
日
）

昨
年
、
厚
真
で
催
さ
れ
た
「
い
け
ま

ぜ
夏
フ
ェ
ス
」
に
今
年
も
引
き
続
き
、

生
徒
・
教
職
員
13
人
が
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
、
こ
の
活
動
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
た
生
徒
た
ち
が
、
率
先
し

て
参
加
し
活
動
し
た
こ
と
は
大
き
な
成

長
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
苫
小
牧
開

催
で
す
。

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.237短歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

上
弦
の
月
に
涙
せ
し
開
拓
の
厳
し
き
月
日
が
ふ
と
蘇
る

丸
き
線
に
映
り
し
星
の
天
の
川
地
球
の
自
転
教
へ
て
く
れ
る

庭
に
来
た
る
山
鳩
の
声
に
目
覚
め
た
り
飛
び
ゆ
く
羽
音
聞
き
つ
つ
起
き
る

浜
厚
真　

山
田　

志
津

上　

野　

宮
崎　

静
恵

本　

郷　

矢
部　

慧
子

学校の取組をご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/

厚真中央小学校６年

寺
てら
坂
さか
泉
いち か
慶くん 竹

たけ
山
やま
柊
しゅう

くん久
く
保
ぼ
花
はる
菜
な

さん
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防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課 研修防災グループ ☎ 27-2322

申し込み・問い合わせ
総務課 研修防災グループ ☎27-2322

台風や大雨に災害に注意してください

町では、災害情報や町からのお知らせが放送される「防災行政無線」を無償貸与しています。

台風や大雨が引き起こすさまざまな被害を防ぐ
ため、国や北海道では、土砂災害防止のための砂
防整備、がけ崩れ防止のための防護壁整備、川の
氾濫を防止するための治水工事などさまざまな
ハード面の防災対策を行っていますが、自然の力
が勝れば災害は発生します。
雨が降り出したら、大雨や洪水の「警報」、さ

らに「土砂災害警戒情報」にも注意しましょう。
この「土砂災害警戒情報」は、「警報」の発表後、
土砂災害発生の危険度がさらに高まったときに北
海道と気象庁が共同で発表しており、命を奪うよ
うな土砂災害がいつ発生してもおかしくない非常
に危険な状況であることを伝える情報です。
「土砂災害警戒情報」は、テレビ・ラジオ、町
の防災無線やメール等で伝達されるほか気象庁
ホームページ、北海道防災情報でも確認できます。

初夏から秋にかけては、台風や
前線の影響で大雨、洪水、暴風、
高潮および大雨による土砂災害な
どの自然災害が発生しやすい季節
です。気象庁のさまざまな「防災
気象情報」を確認、活用し、避難
など早めの防災行動をとるように
しましょう。

●家の外の備え ※大雨が降る前、風が強くなる前に
・ 窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補
強する。

・側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。
・ 風で飛ばされそうな物は飛ばないように固定したり、
家の中へ格納する。
●家の中の備え
・ 懐中電灯、ラジオ、救急薬品（持病がある方は常備
薬）、衣類、食料、携帯ボンベ式コンロ、貴重品など
を備える。

・ 室内の安全対策で飛散防止フィルムを窓ガラスに貼
ったり、万が一に備えカーテンやブラインドを下ろ
しておく。

・ 断水に備えて、飲料水を確保するほか、浴槽に水を
張るなどして生活用水を確保する。
●避難場所の確認
・ハザードマップで避難場所を確認しておく。
●非常持出品の用意
・ 飲料水、非常用食料、救急医薬品、常備薬、マスク、
おむつ、生理用品、下着、タオル、雨具、軍手、靴、
ナイフ、缶切、懐中電灯、ラジオ、電池、ライター、
ティッシュ、予備の眼鏡、現金（小銭）、預金通帳、
印鑑、健康保険証、身分証明証などを用意する。

自分で行う災害への備え

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）が平成31年3月に改定され、住民は「自
らの命は自らが守る」意識を持ち、自らの判断で避難行動をとるとの方針が示されました。
この方針に沿って自治体や気象庁などから発表される防災情報を用いて住民がとるべき
行動を直感的に理解しやすくなるよう、５段階の警戒レベルを明記して防災情報が提供
されることとなりました。
自治体から避難勧告（警戒レベル４）や避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）

などが発令された際には速やかに避難行動をとってください。なお、多くの場合、防災
気象情報は自治体が発令する避難勧告などよりも先に発表されます。このため、避難が
必要とされる警戒レベル４や高齢者などの避難が必要とされる警戒レベル３に相当する
防災気象情報が発表された際には、避難勧告などが発令されていなくても危険度分布や
河川の水位情報などを用いて、自らの命は自ら守るための判断することが重要です。
気象庁ホームページでは、災害から身を守るために「とるべき行動」と「相当する警

戒レベル」について、より詳しく知っていただけるような資料を用意しています。
「防災気象情報と警戒レベル」で検索していただくと、防災気象情報を有効に活用する
ための留意点などを含めて解説しています。ぜひご覧ください。

問い合わせ　室蘭地方気象台　☎0143-22-4249

防災気象情報と警戒レベルについて

町では、自治会などのコミュニティにおける地区防災
力の強化・充実のため、「北海道地域防災マスター」の取
得を推奨しています。防災に対する心構えなどを多くの
方に知っていただくため、ボランティアで地域の防災活
動に取り組んでいただいたり、災害時には地域の防災リー
ダーとして活躍していただける「北海道地域防災マスター」
を募集します。

今年４月から東北大学災害科学国際研究所助
教の定

さだいけ
池 祐

ゆ
季
き
さんに厚真町防災アドバイザーを

委嘱しました。北海道胆振東部地震からの復興、
被災者支援などに関して豊富な経験と知識から、
助言・支援をいただいています。

平成26年５月から平成29年３月
まで防災アドバイザーとして活動
させていただいた定池です。北海
道胆振東部地震の発生翌々日か
ら町の災害対応などお手伝い
をしている中で、再び同役を
拝命しました。皆さまの生活
再建や復興に向けて一緒に歩
いていきたいと考えています。
改めて、どうぞよろしくお願
いいたします。

対　　象： 自治会などの自主防災組織の中心となる方、
防災活動に興味・関心のある方など

研修内容： 指導者向け防災講座、災害図上訓練（DIG）、
応急救護など

日　　時：10月26日(土)10時30分～16時30分
会　　場：苫小牧消防防災訓練センター

平成30年北海道胆振東部地震から１年。地震発生と山腹崩壊やそれに伴う土砂流出
および家屋被害のメカニズムや地震防災などの教育研究の実施状況や成果の一部などを、
北海道大学広域複合災害研究センターの研究者から紹介します。
あわせて被災箇所で、地震や山腹崩壊と天然ダムなどの特徴や今後の減災の課題など

についても解説をいただき、今後の復旧・減災について考えます。

10時～12時　〔第１部〕シンポジウム
会場：総合福祉センター　１階　大集会室

13時～16時　〔第２部〕現地見学会
集合・出発・解散：総合福祉センター前

 どなたでも参加できます
・小中学生が参加する場合は保護者が同伴してください
・現地見学会は町内に住所がある方を優先します

10月10日(木)までに下記のいずれかの方法で申し
込みください。
・電話
・申込書を提出（まちづくり推進課に設置）
・町ホームページ

地区防災力の強化を！
北海道地域防災マスターを募集します

会場までは町が送迎します。

厚真町防災アドバイザーの紹介

ごあいさつ

まで防災アドバイザーとして活動
させていただいた定池です。北海
道胆振東部地震の発生翌々日か

をしている中で、再び同役を
拝命しました。皆さまの生活
再建や復興に向けて一緒に歩
いていきたいと考えています。
改めて、どうぞよろしくお願

＜現地見学会について＞
・ 現地へは貸切バスで移動します。
自家用車での移動はできません。
・ 参加募集人数は、現地での安全
管理から先着30人程度としま
す。
・ 未就学児（小学生未満）の参加は
ご遠慮ください。
・ 汚れてもよい動きやすい服装で
ご参加ください。
・ヘルメットを貸し出します。
・ 天候などの理由により行程が変
更や中止になる場合があります。

10月27日（日）日時

対象

申し込み

申し込み・問い合わせ　まちづくり推進課　電話 27-3179

北海道大学広域複合災害研究センターと厚真町の共催事業

シンポジウム＆ 現地見学会
「平成３０年北海道胆振東部地震を振り返り、今後の減災・復興を考える」
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栄養・運動教室に参加してみませんか？

健　康　情　報

ためらわずに！
あなたの手で救命処置を

保健師

藤
ふじ
村
むら

直
なお
美
み

今月の担当

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
１
１
９
番

通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間

は
、
全
国
平
均
で
８・
６
分
で
す
。

心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
時
間
の
経

過
と
と
も
に
救
命
で
き
る
可
能
性
は
急
激
に

低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
救
急
隊
を
待
つ
間

に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
行
う
と
救

命
の
可
能
性
が
２
倍
程
度
に
保
た
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
り
に

い
る
人
の
１
分
１
秒
で
も
速
い
救
命
処
置
が
、

傷
病
者
の
命
を
救
う
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

突
然
倒
れ
た
人
や
、
反
応
の
な
い
人
を
み

た
ら
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
大
声
で
叫
ん

で
応
援
を
呼
ぶ
こ
と
で
す
。
す
ぐ
に
１
１
９

番
通
報
を
行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
急
隊
が
少
し

で
も
早
く
到
着
す
る
よ
う
に
し
て
、
心
肺
蘇

生
を
始
め
ま
す
。

倒
れ
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
、
心
肺
蘇
生
を

実
施
し
な
か
っ
た
場
合
の
１
カ
月
後
の
社
会

復
帰
率
４・
３
％
に
比
べ
、
実
施
し
た
場
合

は
10
・
８
％
と
２
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
救
急
隊
の
到
着
前
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
っ
た
場
合
も
、
社
会
復
帰
率
は
２
倍
以
上

と
な
り
ま
す
。

居
合
わ
せ
た「
あ
な
た
」が
、
勇
気
を
も
っ

て
救
命
処
置
を
す
る
こ
と
で
、
倒
れ
て
い
る

人
の
救
命
、
社
会
復
帰
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
！
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●意識があるかどうか確認する
意識がない！

●大声で叫んで応援を呼ぶ
１１９番に通報してもらう。
ＡＥＤを持ってきてもらう。

●呼吸があるかどうか確認する（胸とお腹が上下に動いているか）
呼吸がない！ または呼吸しているか分からない！

●心臓マッサージと人工呼吸をする
胸の上下・左右の中心に手の付け根を置き、もう一方の手を重ねて、
圧迫する。１歳未満の乳児は、両方の乳頭を結ぶ線のすぐ下を指
２本で圧迫する。
心臓マッサージを30回、人工呼吸を2回のサイクルを続けましょう。

心臓マッサージのポイント
①強く▶約５㎝の深さで圧迫　
※乳児・小児は胸の厚さの３分の１の深さ
②速く▶１分間に100～120回のテンポ
テンポの目安は「アンパンマンマーチ」です。
♪そうだおそれないでみんなのために♪
③絶え間なく▶中断は最小に救急車が到着するまで継続
周囲に複数の人がいる場合は、交代で行ってください。

●AEDを使う
ＡＥＤが到着したら、傷病者の頭の近くに置き、電源を入れて音
声メッセージの指示に従い、電極パッドを胸に貼りましょう。心
電図の自己解析で電気ショックが必要な場合、通電ボタンを押す
指示が出ます。
ＡＥＤの電気ショック、または心臓マッサージと人工呼吸を救急
隊が来るまで続けましょう。

目の前で倒れている人を見つけたら

「もしもし、大丈夫ですか！」

「１１９番通報してください！」
「ＡＥＤを持ってきてください！」

50

0 ２ ４ ６ ８ 10

10

20

30

40

12 14 16 18 20 22

救
命
の
可
能
性（
％
）

心臓と呼吸が止まってからの経過時間（分）

居合わせた人が救命処置をした場合
救急車が来るまで何もしなかった場合

脳力アップ教室を開催します！
( 認知症予防教室 )

足腰の衰えと同じように、脳の働きも年を取るにつれ衰えていきます。
楽しく活動して、能力アップしたいという方のご参加をお待ちしています。

脳力アップ教室実施内容

・認知症予防のお話、講演会
・ゲーム、レクリエーション
・ストレッチ運動や指体操

・脳トレーニング
・栄養／調理実習
・音楽療法　など

申し込み・問い合わせ
町社会福祉協議会 地域包括支援センター（☎ 29-7407）　担当：太田、中林

申し込み・問い合わせ　町民福祉課 健康推進グループ
☎26-7871（総合ケアセンターゆくり内）

日 程　 11 月７日～令和 2年 3月 19日の第 1・第 3木曜日（全 10回）
※ 1月は第 2・第 4木曜日

時 間　13時 30分～ 15時 30分　　　　　
場 所　総合ケアセンターゆくり２階　介護学習室
対 象 者　65歳以上の方
そ の 他　 参加料は無料（製作などにかかわる材料費は実費負担あり）
申し込み　９月 17日（火）～ 10月 10日（木）
定 員　30人（先着）

健康や栄養についての講話や、健康レシ
ピの調理実習、運動の基礎学習など、自分
や家族の健康を見直すことができる学習会
（食生活改善推進員養成講座）を開催します。
「料理のレパートリーを増やしたい」「食
生活を見直したい」「ボランティアをしてみ
たい」など、興味のある方はぜひご参加く
ださい。
６日間教室に参加すると、食生活改善推
進員協議会の加入資格が与えられます。

内 容： 栄養の基礎や生活習慣病予防などをテー
マにした講話、調理実習、運動

日 時：11月19日（火）９時30分～12時30分
11月26日（火）10時～14時
12月３日（火）10時～14時
12月10日（火）10時～14時
12月18日（水）10時～14時
12月24日（火）10時～14時30分
※日時は変更になる場合があります

場 所：総合ケアセンターゆくり
対 象：18歳～74歳（高校生を除く）
受 講 料：無料
受付期間：９月27日(金)まで
定 員：先着15人

栄養・運動教室に参加してみませんか？
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保健の掲示板 10月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種

◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは
町保健師にお問い合わせください

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれの
お子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチン
をすでに受けている場合は不要

標準的な
接種時期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課 健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳幼児相談

対 象 平成30年８月４日～令和元年８月３日生まれ（生後２カ月～14カ月）のお子さんと保護者
と き 10月３日（木）10時～11時15分（受付）
と こ ろ 厚南子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

献血
と き 10月10日（木）

と こ ろ
総合ケアセンターゆくり
（9時30分～11時45分、13時15分～14時45分）
厚南会館
（15時30分～16時30分）

予防接種について
＜共通事項＞ 接種場所

接種できる日 受　付

持ち物
あつまクリニック毎週月・水・金曜日
町民福祉課 健康推進グループ（接種当日）

印鑑、母子健康手帳（19歳まで）

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

厚真子育て支援センター ☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155　上厚真258‒7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

10月の よてい
子育て支援センター

自由開放
月曜～金曜日
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください

子育て講座  子育て・育児に役立つふろしき講座
ちょっとの工夫とアイディアでふろしきが子育てグッズに！
日　時：10月17日（木）　10時30分～
場　所：厚真子育て支援センター
内　容： ふろしきを使った子育てグッズ講習(簡易スリング、

チェアベルトなど）
持ち物： ふろしき（お持ちの方）
定　員：先着10組
※申し込みはお早目に厚真子育て支援センターへ

子育て講座  骨盤・肩甲骨ストレッチ
日　時：10月８日（火）　10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
内　容： 体のゆがみや肩こり解消のストレッチなど
服　装：動きやすい服装
持ち物： 汗拭きタオル、ドリンク、ヨガマット（お持ちの方）
※申し込みは10月１日（木）までに厚南子育て支援センターへ

おはなしのびっこ・アウトメディア講座②
日　時： 厚南子育て支援センター

10月17日（木）　10時～10時45分
厚真子育て支援センター
10月24日（木）10時～10時45分

内　容： 絵本の読み聞かせ・アウトメディア
に関するミニ講座『電子メディアが
乳幼児に与える影響』

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
６日
（日）

内科系 おおはた内科循環器クリニック 三光町１丁目２－11 ３８－８５００
外科系 こうよう泌尿器科クリニック 光洋町２－６－13 ８２－８６５０

13日
（日）

内科系 横山内科消化器科 川沿町４－１－２ ７４－００１１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 ３６－１２２１

14日
（月祝）

内科系 さくらファミリークリニック 東開町３－17－21 ５５－６５２６
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１－16－16 ７１－２７００

20日
（日）

内科系 加藤胃腸科内科クリニック 緑町２－５－３ ３５－２１２５
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－13 ７２－７０００

22日
（火祝）

内科系 柴田内科循環器科 桜木町１－24－18 ７１－２２２５
外科系 苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町２－１－12 ５７－０４５５

27日
（日）

内科系 たくしん小児科 拓勇西町３－１－１ ５３－７７８８
外科系 ケーアンドエークリニック 日新町２－６－１ ７１－２０００

10月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病セン
ターも診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 10月21日 月

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 10月17日 木
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） 10月１日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります 10月１日 火、15日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の10日前までに予約してください 10月15日 火
HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） 10月１日 火、２日 水、15日 火 予約：エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474

Helloえいご・えいごであそぼう
10時～10時30分

各センターで毎月２回程度、ＡＬＴの先生と
遊びを通して英語に触れる事ができます。興味
のある方は各センターにお問い合わせください。
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、
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働
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会
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き
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料
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催
さ
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ま

す
。
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０
２
）

パ
ソ
コ
ン
講
習

10
月
は
初
級
者
向
け
１
コ
ー
ス
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
と
メ
ー
ル
）、

中
級
者
向
け
１
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
で
作

る
文
書
（
応
用
・
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作

成
））、
上
級
者
向
け
２
コ
ー
ス(

エ
ク

セ
ル
３
級
検
定
対
策
、
エ
ク
セ
ル
で
作

る
集
計
表
（
中
級
））
の
計
４
コ
ー
ス

を
実
施
予
定
で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
４
４
–
５
５
–
６
６
２
２
、

Hhttp://w
w
w
.tom

akom
ai.ac.

jp/

）第
70
回

北
海
道
植
樹
祭
・
育
樹
祭

北
海
道
は
、
今
年
で
第
70
回
目
を
迎

え
る
北
海
道
植
樹
祭
と
、
豊
か
な
森
林

づ
く
り
を
支
え
る
育
樹
祭
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時

10
月
19
日（
土
）10
時
〜
14
時

■
場
所

苫
東
・
和
み
の
森
（
苫
小
牧
市
字
静

川
）

■
募
集
定
員

植
樹
４
０
０
人
、
育
樹
４
０
０
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

■
募
集
期
間

９
月
30
日（
月
）ま
で

■
申
し
込
み
方
法

北
海
道
・
木
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、
参

加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
よ
り
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
水
産
林
務
部
森
林
環
境
局
森

林
活
用
課
木
育
グ
ル
ー
プ
（
〒
０
６
０

–
８
５
８
８
札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
６
丁
目
、
☎
０
１
１
–
２
０
４
–

５
５
１
５
、
℻  
０
１
１
–
２
３
２
–

４
１
４
２
、
Esuirin.katsuyo2@

pref.hokkaido.lg.jp
、
Hhttp://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/sr/

sky/fest/2019/sougou.htm
）

巡
回
行
政
相
談
所

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ

い
て
広
く
国
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
秋
の
行
政
相
談
週
間
（
10
月

7
日
〜
13
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
国
の

行
政
機
関
や
特
殊
法
人
（
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
郵
便
局
な
ど
）
な
ど
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
な
ど
を
、
行
政
相
談
員
が
公

平
な
第
三
者
的
立
場
で
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
、
行
政
の
改
善
に
役
立
て

る
も
の
で
す
。

次
の
日
程
で
巡
回
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
悩
み
や
苦
情
を
抱
え
て
い

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

10
月
８
日（
火
）　

10
時
〜
12
時
▽　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▽
厚
南
会
館

■
相
談
員

行
政
相
談
委
員　

當
田
昭
則
（
本

郷
・
☎
２
７
–
２
０
２
０
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
（
☎

２
７
–
２
３
２
２
）

困
り
事
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
を
支
援
し
ま
す

平
成
27
年
４
月
か
ら
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
保
護
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
経
済
的
な
問
題
、

仕
事
や
家
族
に
関
す
る
悩
み
、
誰
に
相

談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
の
ご
相
談
を
お
受
け
す

る
総
合
相
談
窓
口
「
生
活
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り
」
が
開
設
さ
れ
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

（
北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
か
ら
の
委

託
事
業
）。

ご
相
談
は
相
談
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

員
が
ご
希
望
の
日
時
、
場
所
に
お
伺
い

し
て
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

10時30分～11時
１日（火）、２日（水）、３日（木）
８日（火）、16日（水）、17日（木）
23日（水）、24日（木）、28日（月）
30日（水）、31日（木）

13時30分～14時 11日（金）、25日（金）
15時30分～16時 ９日（水）、21日（月）

 問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会☎0144-33-1458

マチの善意
苫小牧市交通安全センターで行っている運転免
許証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

10月の運転免許証更新時講習の日程

イベントカレンダー 10月
ち毎週日曜▷ちびっこデー
小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカードポ
イント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚
高○毎週水曜▷ 高齢者無料

入浴券の日
町交付の無料入浴券ご利用
の方はヘルシーセットが500
円
㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚
໐町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラ
ン利用で入浴無料
㋫最終日曜▷ファミリーデー
お子様連れの方は入浴と食事
がセットで1,200円

・2と6のつく日はポイント3倍
あつまるカードポイント３倍
・ 5のつく日は無料券利用でポイ
ント5倍
町交付の無料入浴券ご利用
の方はあつまるカードポイン
ト5倍
・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイント3倍、
サービス券2枚
  毎週月曜・火曜（祝日除く）
▷ビールが半額
  毎週木曜・最終日曜
▷ソフトクリーム半額

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ４ ５
㋱ 高○３倍 ㋹ 

6 7 8 9 10 11 12
ち３倍
あつマルシェ ㋛ ㋱ 高○ ㋹ ３倍
13 14 15 16 17 18 19
ち ㋛ ㋱ 2倍 高○ ３倍 ㋹ 
20 21 22 23 24 25 26
ち ㋛ ㋱ ３倍 高○ ㋹ ໐町 2倍 風呂
27 28 29 30 31
ち㋫ ㋛ ㋱ 高○ 休館

問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

◎10月1日～11月30日▶シェフのお勧め季節限定メニュー
◎10月6日▶あつマルシェ（こぶしの湯前広場にて）

秋の全国交通安全運動が、９月20日（金）～30
日（月）までの10日間実施されます。交通事故のな
い安全・安心なまちを目指し、街頭啓発「セーフ
ティコールあつま」を実施しますので多くの皆さ
んのご参加をお願いします。

問い合わせ　
町交通安全協会（総務課研修防災グループ)

☎27‒2322

●日 時　 ９月20日（金）
10時30分～（１時間程度）

●集合場所　 苫小牧信用金庫厚真支店前

セーフティコールあつま
秋の交通安全運動街頭啓発

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　総務課 税務グループ ☎27－2481

今月の納期町 税
国 保 料

科 目 納 期
国民健康保険料　第４期 ９月30日（月）
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔福〕…総合福祉センター　〔プ〕…役場庁舎別館前プレハブ
〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
被災された方の相談窓口 総務課災害復興グループ

２７－２４８１義援金 総務課財政グループ
り災証明・被災証明 総務課税務グループ〔プ〕
防災対策 総務課研修防災グループ ２７－２３２２
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 地域包括支援センター〔か〕

（厚真町社会福祉協議会内） ２９－７４０７
災害廃棄物 町民福祉課災害廃棄物グループ〔福〕

２６－７８７１
戸籍、住民登録、墓地
国民健康保険、ごみ 町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴、地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農業グループ、林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光、水産 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育、図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 080－1888－3140

@atsuma

無料コミュニケーションアプリ「Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥ」で

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報
などを配信しています。
※LINEアプリから友だち追加してください

•IDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

町ホームページ

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の今やあなたの想いを
投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

http://www.town.atsuma.lg.jp/

https://www.instagram.com/atsumalovers/

Instagram  < インスタグラム >

町の情報を発信中

あつま災害エフエム
周波数

放送時間
（各15分程度）

 ８時
12時
18時
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